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Ⅰ プランの目的 
 

    
▼  平成１６年１２月に策定した「京の文化振興プラン～文化力による京都活

性化について～」の重点施策を事業化するとともに、平成１７年１０月に制

定した「京都府文化力による京都活性化推進条例」に基づく起業への支援を

行う。 
 
 

▼  平成１９年度から開催予定の「文化による起業コンペティション（仮称）」

や文化ベンチャーの支援・助言等を実施する「文化ベンチャーネットワーク」

の役割を明記する。 
 

 

Ⅱ 事業スケジュール 
 

  「文化による起業コンペティション（仮称）」及び「文化ベンチャーネットワー

ク」については、次のスケジュールで事業を進めていく。 

 
 

「文化による起業コンペ
ティション（仮称）」開催に
向けての準備

文
化
力
に
よ
る
京
都
の

活
性
化

平成18年度事業

文化ベンチャーネットワー
ク（ＣＶＮ）の立ち上げ

 「文化による起業コンペ
ティション（仮称）」の開催

※　毎年開催

平成19・20・21年度事業

　　ＣＶＮの拡充
　　ＣＶＮ主催行事等の開催

＊民間ベースでの
　 自主的な運営

支援・助言等

 

 

 

 



Ⅲ 具体的施策 

１ 文化による起業コンペティション（仮称） 

  

（１）目 的 

▼  これまで培ってきた京都の文化を新たな角度から捉え、文化を活かして独

創的なアイデア等を生み出すことにより、京都全体の文化力を向上するとと

もに、京都の魅力を国内外に発信する。 

▼  起業家と優れたビジネスアイデア、ビジネスモデルの発掘や、投資家等と

のビジネスマッチング等を通じて、文化を使った新たなマーケット創出気運

を醸成し、あわせて文化振興を図る。  

 
（２）基本スケジュール 

   
 
 

 

(文化ビジネスアイデア部門) (文化ビジネスモデル部門)

ビジネスアイデア、ビジネスモデル募集
・全国から優れたビジネスアイデア、ビジネスモデルを募集

１ 次 審 査
・応募された書類について書面審査を実施

ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）
・ビジネスモデルのブラッシュアップを実施

ブラッシュアップ（個別指導）
・個別に面接指導

２次審査（面接審査）

ブラッシュアップセミナー（ワークショップ）
・プレゼンテーション等の指導

最終審査（公開ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）
・公開ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝのほか、記念講演会、交流会を開催

ブラッシュアップ（個別指導）
・個別にビジネスアイデアの内容を指導



（３）事業概要 

募集内容 ▼  文化資源や文化芸術の力を活用したビジネスアイデア・ビジネ

スモデルで、社会に対して新しい文化的インパクトを与えるもの 

▼  幅広く文化を対象としつつ、「伝統的文化」から「新たなライフ

スタイルの提案につながるもの」までを含む。 
（内容例として、「文化ベンチャー事例」の一覧等を募集時に添付）

募集部門 ＜文化ビジネスアイデア部門＞ 
▼  具体的な事業計画までは至っていない、または自ら起業までは

目的としないが、新規性及び独自性の高いアイデアであるもの 
＜文化ビジネスモデル部門＞ 

▼  起業を目的とし、起業内容（事業計画）が具体化されているも

の、または具体化しようとしているもの 

募集対象 ▼  全国公募。個人、グループ、法人、現住所、国籍等、一切制限

しない。ただし、京都府内で事業を実施する、もしくは京都に何ら

かの関わり（京都の素材や人材を活用、京都において事業展開等）

があること 

募集期間 ▼  約４か月間（例：５月中旬～９月中旬） 
広  報 ▼  新聞、雑誌、ホームページなどに募集広告等を掲載 

▼  応募・受賞者への追っかけ取材、事業ドキュメント取材 など

実行委員会 ▼  大学、経済団体、行政機関、ＮＰＯ など（事務局：京都府）

審査方法 ＜文化ビジネスアイデア部門＞ 

▼  １次審査（書面審査）、最終審査（公開プレゼンテーション） 
＜文化ビジネスモデル部門＞ 

▼  １次審査（書面審査）、２次審査（面接審査）、最終審査（公開

プレゼンテーション） 

審査通過者

への支援 

▼  １次審査通過者に対して、担当者が最終審査までの間、様々な

支援（相談対応、ブラッシュアップセミナーなど）を行う。 

審 査 員 ▼  文化分野、経営分野の専門家等（部門で審査員は一部異なる。）

後  援 ▼  行政機関、金融機関、マスコミなど 

賞・特典 ＜文化ビジネスアイデア部門＞ 

▼  最優秀賞 １名 

▼  優秀賞  １名 

▼  奨励賞  数名 

▼  スポンサー賞  数名 （協賛・実行委員会構成団体による賞）

＜文化ビジネスモデル部門＞ 

▼  最優秀賞 １名 

▼  優秀賞  １名 

▼  スポンサー賞  数名 （協賛・実行委員会構成団体による賞）

※ 各賞とも、賞金以外に、文化ベンチャーネットワークを中心と

して、起業に向けた様々なサポートを行っていく。 



２ 文化ベンチャーネットワーク（Culture Venture Network＝CVN） 
 
 

（１）目 的 

「文化による起業コンペティション（仮称）」の実施への参画、コンペティシ

ョンの優秀者や文化ベンチャーをサポート（出資、資金提供、事業協賛、販路

拡大、業務提携、広報活動協力、経営上の助言など）することを目的に活動す

る。 
 

（２）立ち上げ 

平成１８年６月２８日 
 

（３）会 員 

  ▼  文化芸術、経済、大学、ＮＰＯなど幅広い分野の関係者  

▼  ５５名（団体）（今後、拡充予定） 
 
（４）事務局 
   京都府（将来的には民間に移行） 
 
（５）活動内容 

▼  文化ベンチャーネットワークのコアメンバーは、「文化による起業コンペ

ティション（仮称）」へ、実行委員会や審査員として参画する。 

▼  コンペ受賞者が起業するにあたり様々な支援を行う。また、ネットワーク

構成団体の中から具体的なニーズ（課題・テーマなど）を示して、それを解

決するためのビジネスアイデアも求めていく。 

▼  ネットワークの中で、文化により起業する者とネットワーク構成団体との

間にコーディネートする者を設ける。このコーディネーターは、インキュベ

ーションマネージャーや文化に精通している者、経営に精通している者、行

政関係者などで構成するチーム体制とし、きめ細かく効果的な支援を行う。 

▼  講演会・交流会などの主催行事を開催する。 

▼  文化ベンチャーの事業に関する情報提供・啓発（ホームページ、メールな

ど）を行う。  
 
 

※ 文化ベンチャーネットワークの支援イメージ図は次ページのとおり   



文化ベンチャーネットワーク （ＣＶＮ）支援イメージ

高い文化力を
持った企業

ベンチャーキャピタ
ル、投資家

文化芸術関係

金融機関

メセナ活動団体

大学関係、専門
学校

起業支援団体

家元関係

メディア関係

国、自治体関係

経済団体

ＮＰＯ関係

文化ベンチャー

・投資・融資
・事業協賛
・業務提携
・販路拡大
・経営上の
　　　　助言

・業務提携
・商品ｱｲﾃﾞｱ
　　　　　提供

・商品ｱｲﾃﾞｱ
　提供
・共同研究

・共同研究
・商品開発
・ｲﾝﾀｰﾝ
　　　　ｼｯﾌﾟ

・融資
・相談
・ファンド

・利潤還元

・投資
・相談

・利潤還元

・経営上の助言
・販路拡大
・業務提携

・団体加盟
・業務提携

・技術指導
・作品貸与

・技術・作品使用料
　（ロイヤリティー）

・起業支援（助成金交付、ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ
　施設、相談窓口、ｾﾐﾅｰ開催など）

・事業実績ｱｯﾌﾟ
・事業協力

・広報活動協力
・記事ﾈﾀ提供 ・起業支援（ｾﾐﾅｰ開催

　など）、情報提供

・事業協力

・起業支援（助成金交付、ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ施設、
　相談窓口など）

・税収
・産業、文化振興

・ﾒｾﾅ活動団体加盟

・助成金
　交付
・事業協
　賛

・芸術ﾃﾞｻﾞｲﾝ指導
・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・作品貸与

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・作品使用料
　（ロイヤリティー）

コーディネーター



 


